
項   目 主 要 施 策 ・ 成 果 ・ 予 算 執 行 実 績 

１．商工振興費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．商工会活動助成金 
商工業の振興を図るため、士幌町商工会に対して２１，９４５，０００円の活動助

成を行った。 
（１）商工会の主な活動 

・商工業に関する相談及び指導    ・地域創造発信拠点施設指定管理業務 
・経営発達支援事業         ・地方創生推進事業 
・事業継続力強化支援        ・広域連携事業の実施 
・商工業団体活性化事業の推進    ・金融税務対策事業 
・商店街景観・美化推進事業     ・各部活動推進事業 
・賃貸マンション事業        ・広報活動 
・宅地建物取引事業 

（２）商工会青年部の主な活動  
・手持ち花火・塗り絵寄付事業    ・各種団体等会議の出席 
・ＰＲ事業 

（３）商工会女性部の主な活動 
・花壇整備事業           ・各種団体等会議の出席 
・「交通安全愛の鈴」制作贈呈 

 
２．商工業活性化推進事業助成金 

士幌町の商工業振興の活性化を促進するための各種事業を実施する町内の商工業
団体に対し、助成を行った。 

 （１）事業実施団体 士幌町商工会 
（２）助成額    １０，８５１，０００円 
（３）事業内容 

①商店街協同設備設置事業 
②商工業活力向上事業(研修支援及び施設整備事業) 
③健康・商業連携検証事業（健商連携検証事業） 
④スポーツ合宿委託事業 
⑤空き家等解体・家財道具整理事業 
⑥産業（商工業）担い手育成事業 
（商店街空店舗対策事業、買物弱者等支援特別対策事業） 

⑦青年部地域活性化支援事業 
 
３．商店街協同組合助成金 

商店街近代化事業の一環として士幌本町商店街協同組合が設置したトイレ等の共
同施設を維持管理するため、７２９，０００円の助成金を交付した。 
 

４．タウンプラザ管理負担金 
タウンプラザの施設管理運営費として、士幌町商工会に対して３，８６０，０００

円を負担した。 
 
５．商工業にぎわい創出推進事業助成金 

北欧由来の小果樹シーベリーについての基礎研究・商品開発のため、公益財団法人
とかち財団との共同研究、地場産品の商品開発及びＰＲ事業を実施した（株）Ｃｈｅ
ｅｒＳに８００，０００円を交付した。 

 
６．住宅リフォーム費用助成事業補助金 

町内経済の活性化を促進するため、住宅リフォーム費用助成事業（町内の施工業者
を利用して住宅リフォームを行う場合、工事費の一部を商工会商品券で助成）を実施
した士幌町商工会に対し、補助金を交付した。 

 （１）件数                    １３件 
 （２）工事費総額  １５，４１３，１８９円 
（３）助成額     １，１７６，０００円（うち運営費 １００，０００円） 
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７．移住促進事業補助金 
町への移住・定住の促進並びに地域経済の活性化を図るため、移住促進事業（自ら

が士幌町内に居住する目的で町外から移住し、賃貸住宅に入居した場合又は中古住宅
若しくは宅地を購入した場合、助成金（全額又は一部を商工会商品券）を交付）を実
施した士幌町商工会に対し、補助金を交付した。 

 （１）転入費用助成事業     １４世帯（２１人） ３６７，０００円 
 （２）中古住宅活用推進助成事業  １世帯（ １人） ２５０，０００円 
 （３）空き地活用促進助成事業  該当なし 
 
８．中小企業者事業資金融資預託金（町融資） 

中小企業の育成並びに経営の合理化を促進し、金融の円滑化を図る目的で預託先金
融機関に貸付を行わせた。 
（１）預託先    帯広信用金庫 
（２）預託額       ２０，０００，０００円 
（３）貸付枠    １００，０００，０００円 
（４）貸付の種類  

・一般融資 運転資金   ５，０００千円以内 貸付期間   ５年以内       
         設備資金 １０，０００千円以内 貸付期間 １０年以内 

・小口融資 事業資金 ２０，０００千円以内 貸付期間 １０年以内 
（５）令和２年度貸付件数及び貸付額   ２件、１２，３２０，０００円 
（６）年度末貸付件数及び残高     １８件、５０，４９３，０００円 

 
９．中小企業者事業資金保証料等補給金 

毎年度予算の範囲内で、中小企業者事業資金融資の貸付に係る保証料と利子の補給
をしている。 

  （１）保証料件数及び金額           ３件、  ３２８，５６４円 
（２）利子補給金件数及び金額        ４３件、１，６０３，４６５円 

 
１０. 企業立地促進奨励金 
  菓子製造工場を新設し、平成２８年９月より操業している士幌町農業協同組合は、
北海道「企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法
律」に基づいて企業立地計画の承認を受けており、企業立地支援策として「士幌町企
業立地促進条例」による立地奨励金８，２４８，０００円を交付した。 

 
１１．新型コロナウイルス感染症関連対策 

新型コロナウイルス感染症の影響に対する町独自の対策として、新型コロナウイル
ス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、以下のとおり実施した。 

事業名 事業内容 
助成・給付 

対象者数 

助成・給付額 

（円） 

申請業務代行費用助成 
事業（商工業活性化推 
進事業助成金に助成メ

ニューを追加） 

商工業者が、雇用調整助成金

などの申請業務を社会保険労

務士等に依頼する場合に、そ

の費用（手数料）の一部を助

成 ※助成先：士幌町商工会 

4 615,000 

事業・雇用継続支援金 
給付事業 

事業の継続及び雇用の維持に

努める「飲食店」「旅館業」

「旅客運送業」を対象に支援

金を給付 

29 7,950,000 

小規模事業者事業継続 
支援金給付事業 

売上が減少する町内小規模事

業者を対象に、売上減少率に

応じた支援金を給付 

62 10,900,000 
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まちなか賑わい創出事 
業助成金助成事業 

「新型コロナウイルス感染症

の拡大の防止」及び「感染拡

大の影響を受けた地域経済や

地域住民への支援」を目的に、

地域活性化事業を営む（株）

ＣｈｅｅｒＳに対し、中心商

店街の賑わい創出に資する事

業の実施に要する費用の一部

を助成 

1 2,000,000 

小規模事業者家賃負担 

軽減給付金給付事業 

売上の減少に直面しつつ町内

の賃借店舗等にて事業の継続

に努める小規模事業者を対象

に、店舗等の家賃（賃料）の

額に応じた給付金を給付 

4 237,000 

事業継続緊急支援金給 
付事業 

年末・年始の売上が減少して

いる町内小規模事業者を緊急

的に支援し事業の継続を図る

ため、売上減少額に応じた支

援金を給付 

40 10,713,000 

 
事業名 実施内容 

商品券発行助成事業 
（臨時生活応援事業） 

「しほろ生活・飲食店応援プレミアム商品券」発行への助成 
例年よりも実施時期を早め、特に影響を受けている飲食業

専用のプレミアム商品券を付加した。 
 （１）事業実施団体 士幌町商工会 
（２）助成額    6,000,000円 
（３）販売実績  発行枚数   39,710枚 

額面       1,000円（500円券×２枚） 
販売額 33,530,000円 
商品券回収額 39,710,000円 
回収率     100％ 

商品券発行助成事業 
（地域経済応援事業） 

「しほろ元気応援プレミアム商品券」発行への助成 
町内経済の回復・活性化、家計の負担増加に対する支援と

して、割増率40％のプレミアム商品券を発行した。 
 （１）事業実施団体 士幌町商工会 
（２）助成額    19,934,000円 
（３）販売実績  発行枚数   69,934枚 

額面       1,000円（500円券×２枚） 
販売額 49,835,000円 
商品券回収額 69,769,000円 
回収率    99.8％ 

 
１２．商工業者の動向                  （ ）前年度 

事業分類 業種細分類 事業所数 

小  売  業 

食 料 品 小 売 業 5  （5） 

医薬品・化粧品小売業 3  （3） 

燃料・石油小売業 3  （3） 

電 気 製 品 小 売 業 3  （3） 

そ の 他 小 売 業 14 （15） 

計  28  (29） 
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２．観光振興費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サ ー ビ ス 業 

飲 食 業 19 （18） 

理 ・ 美 容 業 10 （10） 

旅 館 業 3 （3） 

運 輸 業 5 （5） 

農機具・自動車修理業 9  （9） 

その他のサービス業 14 （13） 

計 60 （58） 

製  造  業 

建設資材等製造業 3 （3） 

食 品 製 造 業 5 （5） 

そ の 他 の 製 造 業 3 （3） 

計 11 （11） 

不 動 産 業 

物 品 賃 借 業 

不 動 産 賃 貸 業 7  （7） 

物 品 賃 貸 業 1  （1） 

計 8  （8） 

医 療 ・ 福 祉 

医 療 業 0  （0） 

その他医療業・福祉 1  （1） 

計 1  （1） 

建  設  業  30 （29） 

農 林 漁 業  4 （2） 

そ の 他 業 種  3  （3） 

合    計  145（141） 

（資料提供：士幌町商工会 調査日：令和２年度末現在）   
 

１．観光入込客数調査結果 
道の駅ピア２１しほろ、道の駅しほろ温泉プラザ緑風及び士幌高原ヌプカの里を観

光地点として調査を実施した。 
                （単位：千人） 

 観光入込客数 左の内訳 

道 外 客 道 内 客 合  計 日帰り客 宿 泊 客 

２年度 26.7 261.9 288.6 283.5 5.1 

元年度 36.4 346.2 382.6 369.5 13.1 

30年度 34.9 331.9 366.8 353.4 13.4 

 
２．士幌町観光協会負担金 

士幌町観光協会は、町内の観光関連事業者や各種団体により構成されている。同協
会が行う各種イベントや観光ＰＲへの参加、各種事業を実施するための活動経費とし
て普通負担金２，２００，０００円を交付した。 
（１）観光協会の主な活動内容 
  ①企画振興部 
   シーベリー収穫体験、マイクロツーリズム、新型コロナウイルス感染拡大防止

支援、シーニックバイウェイ代表者会議参加および活動協力、ポストカード制作
販売、ポスター制作、観光案内所管理、Ｓｈｉｈｏｒｏ ｏｎ ＩＣＥ協賛 
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②広報宣伝部 
パンフレットの刷新、観光協会ホームページの更新、旅行雑誌への記事掲載 

③物産部 
藤丸百貨店とかち大収穫市（帯広市）出店 

（２）会員の状況 
    普通会員：２２事業者、特別会員：１１団体、賛助会員：１３団体 
 
３．ホタル観賞会 

町が中心となり、下居辺地区公民館推進委員会、しほろ自然環境に親しむ会及び観
光協会の協力のもと、朝陽公園ほたるの里で「ホタル観賞会」を実施しているが、令
和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により中止とした。 

 開催期間 開催日数 来場者数 

２年度  中止 － － 

元年度 ７月２６日から８月４日まで 10日間 991人 

30年度 ７月２７日から８月５日まで 10日間 858人 

 
４．しほろ温泉プラザ緑風（下居辺交流施設・士幌町農民健康増進施設） 
（１）指定管理委託 

しほろ温泉プラザ緑風は、平成１３年１０月１日にオープンして以来、運営は
町５０％出資の第三セクターである株式会社ベリオーレに委託してきたが、指定
管理者制度導入により、平成１８年度から同社を指定管理者として指定し基本協
定を締結し、施設を管理運営させている。 
なお、指定管理委託料は、しほろ温泉パークゴルフ場に係る管理経費及び道の

駅管理運営経費として、１１，７３８，０００円で年度協定を締結した。 
（２）施設利用状況                                            （単位：人） 

 宿   泊 日帰り宴会 

町内 管内 管外 小計 町内 管内 管外 小計 

２年度 143 899 4,517 5,559 142 212 8 362 

元年度 464 2,330 6,864 9,658 1,282 1,975 27 3,284 

30 年度 451 2,412 7,068 9,931 1,530 2,024 32 3,586 

 入湯利用者 
合 計 

１回券 10回券 1か月券 無料券 小計 

２年度 49,968 4,520 8,740 17,062 80,290 86,211 

元年度 57,670 4,780 9,240 23,881 95,571 108,513 

30 年度 56,310 4,240 9,800 23,803 94,153 107,670 

（３）入湯客送迎バス運転業務委託事業 
運 行 日：毎週月曜日及び金曜日（祝日及び年末年始を除く） 
委 託 料：１，７７１，４３０円 
運行日数：９４日 
乗車人数：往路１，１４２人、復路１，０４８人、延べ２，１９０人 

 （４）施設修繕及び工事 
浴槽床下排水修繕            ４９５，０００円 
貯湯槽熱交換器修繕         １，２３２，０００円 
サウナヒーター更新修繕       １，８７０，０００円 
ホール系統及び客室系統エアコン修繕   ６５６，７００円 
客室冷暖房改修工事         ２，３０４，５００円 
給水ポンプ交換他工事        ５，６１０，０００円 
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（５）備品購入 

冷水高圧洗浄機             ４１７，３４０円 

食器一式                ４９４，３４３円 

厨房機器(冷凍冷蔵庫等)       ２，３１０，０００円 

感染対策用品（非接触型体温計等）    ６５６，３７０円 

（６）施設の運営に対する支援 

①下居辺交流施設運営費補助金 

健全経営支援分           １５，８２７，２０５円 

修繕料分               ３，１４６，３５９円 

重油代分               ４，８３５，５６７円 

電気料分               １，１９０，８６９円 

 計             ２５，０００，０００円 

   ②株式会社ベリオーレに対する第三セクター貸付金 

施設運営運転資金に充てるため、１０，０００，０００円を貸し付け、同額の

償還を受けた。 

 

５．無料入湯券の配布 

町民の健康増進と町内温泉施設の利用増進を図ることを目的として、１世帯につき

１０枚の無料入湯券を全世帯に配布した。 

また、定住促進の一環として、全戸一斉配布以降に士幌町に転入した世帯に対し、

住民手続きの際に町民課住民年金担当において、「転入御祝い券」として配布した。 

（１）無料入湯券利用状況 

 
配布枚数 

しほろ温泉 

利 用 枚 数 
利用率(％) 

２年度 28,550 11,710 41.02 

元年度 29,091 16,157 55.54 

30年度 28,250 16,458 58.26 

（２）無料入湯券取扱報償費   

しほろ温泉プラザ緑風 ４，６８４，０００円（取扱単価４００円） 

６．士幌高原ヌプカの里（士幌町学習体験の里、士幌町国産材展示施設） 

（１）指定管理委託 

株式会社佐藤土建を平成１９年度から指定管理者として指定し、協定を締結し

施設を管理運営させた。 

なお、指定管理委託料は、施設の管理に要する経費から利用料相当分を差し引

き、１１，４０７，０００円で年度協定を締結した。 

また、指定管理者である株式会社佐藤土建に士幌高原ヌプカの里及び施設周辺の

除排雪業務を単価契約により委託し、実績は、４２３，６４１円であった。 

（２）施設利用状況                                        （単位：人） 

区   分 宿 泊 日帰り 計 備 考 

学習体験の館 

(ﾛｯｼﾞﾇﾌﾟｶ) 

２年度 12 11,938 11,950 宿泊２団体 

元年度 319 19,176 19,495 宿泊25団体 

30年度 393 14,746 15,139 宿泊29団体 

休憩舎 

(ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰﾊｳｽ) 

２年度 － 153 153  

元年度 － 1,480 1,480  

30年度 － 1,599 1,599  
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区   分 宿 泊 日帰り 計 備 考 

コテージ 

２年度 977 － 977 208団体 

元年度 1,767 － 1,767 358団体 

30年度 1,683 － 1,683 325団体 

キャンプ場 

２年度 855 － 855  

元年度 795 － 795  

30年度 710 － 710  

ﾏｳﾝﾃﾝﾊﾞｲｸ 

２年度 － 10 10  

元年度 － 10 10  

30年度 － 19 19  

国 産 材 

展示施設(ﾆｲ

・ﾋﾟﾘｶ・ﾁｾ) 

宿 

泊 

室 

２年度 384 － 384 60団体 

元年度 683 － 683 129団体 

30年度 824 － 824 128団体 

研 

修 

室 

２年度 11 0 11  

元年度 131 0 131  

30年度 232 0 232  

その他 

２年度 － 8,629 8,629  

元年度 － 12,560 12,560  

30年度 － 9,535 9,535  

計 

２年度 2,239 20,730 22,969  

元年度 3,695 33,226 36,921  

30年度 3,842 25,899 29,741  

※施設利用休止期間：１２月１日～３月３１日 
 
（３）施設修繕及び工事 
   ロッジヌプカ床修繕            ６３８，０００円 

天文台回転ドーム等修繕          ５８４，８００円 
   コテージ２棟サッシ窓修繕         ７６５，６００円 
   キャンプ場張芝工事            ３４７，６００円 

  （４）備品購入 
    乗用型草刈り機              ８８０，０００円 
 
７．道の駅ピア２１しほろ（士幌町地域創造発信拠点施設） 
（１）指定管理委託 

重点「道の駅」として平成２９年４月２３日にリニューアルオープンし４年目
を迎えた。運営は、指定管理者制度を導入して士幌町商工会に施設の管理運営を
委託し、収益部門では軽食・飲食提供施設を(株)ａｔ ＬＯＣＡＬ、地場産品等
提供施設を士幌町農業協同組合が運営している。 

士幌町商工会への指定管理委託料は、道の駅管理運営経費及び本施設、２４時
間トイレ並びに駐車場の管理清掃経費として、２０，４７７，５６９円で年度協
定を締結した。 
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（２）施設利用状況                  （単位：人） 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

 ２年度 14,916 19,729 31,184 42,076 52,518 39,186 

元年度 34,989 51,282 36,764 46,191 67,628 48,982 

30年度 35,302 46,184 36,883 45,928 61,484 37,137  

 10 月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

２年度 39,432 20,999 11,519 9,466 12,388 17,108 310,521 

元年度 40,866 21,429 11,784 13,111 17,098 20,567  410,691 

30年度 37,703 21,624 12,063 12,697 14,890 20,922 382,817 

（３）施設修繕及び工事 
コンベクションオーブン基盤修繕     ３３６，１６０円 
鳥居支柱、樹木撤去工事         ４９０，３７２円 
植樹工事                ４９０，３１４円 

（４）備品購入 
平型両面ショーケース（冷蔵）      ４９９，４００円 
硬貨選別計数機             ３１３，７２０円 

 
８．北十勝４町広域観光振興事業 

本協議会は、北十勝４町（士幌町、音更町、鹿追町、上士幌町）の企画・観光担当
で構成され、当初、平成２３年度の道東自動車道の全通に向けた道央圏からの誘客を
目的としていたが、開通後も豊富な地域資源を活かした観光事業の連携を強化し、観
光客誘致に向けた観光振興を図っている。 
本年度は、４町情報発信事業・誘客促進事業として、ＳＮＳを使い体験や飲食の記

事作成やラインキャンペーンを実施する予定だったが、新型コロナウイルスの影響に
より中止としたため、冬季観光プロモーション動画を制作した。 
また、訪日外国人観光客誘客強化事業として、インバウンド対応観光ルート創出事

業による日本在住台湾人インフルエンサーを招請したＦＡＭツアー（ブロガーやイン
フルエンサーにインバウンド向け観光を体験後、情報発信してもらう観光プロモーシ
ョン）を実施し、今後の観光誘客の課題を探った。 

 
９．新型コロナウイルス感染症関連対策 

新型コロナウイルス感染症の影響に対する町独自の対策として、新型コロナウイル
ス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、以下のとおり実施した。 

事業名 事業内容 
給付対象者

数 
給付額（円） 

観光拠点施設雇用継続 
支援金給付事業 

町内観光拠点施設における雇

用の継続並びに観光客受入態

勢の整備を図るため、甚大な

売上減少に陥った観光拠点施

設の運営事業者を対象に売上

減少率に応じた支援金を給付 

3 12,690,041 
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